
会議録 

会 議 の 名 称 上尾市立東中学校 第４回学校運営協議会 

開  催  日  時 令和８年１月２９日（木）午後２時００分～午後３時３０分 

開  催  場  所 上尾市立東中学校 会議室 

議  長  氏  名 会長・佐藤 雄介 

出席者（委員）氏名 

会長・佐藤 雄介  副会長・樋口 敦  委員・小菅 正美 

委員・篠原 紀元  委員・田中 大   委員・吉田 幸久 

委員・中川 昇次  委員・橋本 佳子  委員・佐久間 恭兵 

委員・大竹 麻美  校長・石田 賢一 

傍  聴  者 ０名 

議  題 

熟議 「働き方改革について」 

協議（１）３学期の学校行事について 

（２）令和７年度学校評価（２学期）について 

（３）東中アンケート（保護者対象）結果について 

（４）学校関係者評価について 

協

議

要

旨 

協議の結果 意見の概要 

熟議 

＊令和７年度取組内容 

＊令和７年度実績 

＊令和 8 年度以降の取組および 

広報活動 

【〇…委員からの意見、質問 →…学校からの回答】 

～取組・実績について～ 

〇時間外の電話対応等はどうしているのか。 

→原則完全下校 30 分後に留守番電話を設定。緊急時は教育委員会 

または警察へ。状況に合わせて柔軟に対応している。 

〇部活動複数顧問の確保はできているのか。 

→現状は実現できているが、職員数が減少した場合は部活動数等を 

検討する必要がある。学校にない部については地域クラブが受け 

皿になるのではないか。 

〇地域クラブの保護者への周知はどのように行なっているのか、 

→市教委からのさくら連絡網を活用した情報発信や、各校の入学説 

明会で動画配信などを行なっている。 

〇部活動の地域移行は全国的に進められているのか。 

→取組は全国的なもの。上尾市は県内でも先進的で、文科省ＨＰに 

実証事業が掲載されている。 

〇部活動の地域移行によって、どの程度時間外勤務が減るのか。 

→週休日の活動は 3 時間程度に設定されているため、毎週末に活動し

ている部の顧問であれば月 12 時間程度は減少する見込みである。 

〇部活動における思い出や人間関係の形成は多感な時期に重要。 

地域移行後に生徒に影響が出ないよう考慮して対応してほしい 

→働き方改革や教員のやりがい面など、どうバランスを取っていく 

かが課題。引き続き学校運営協議会でもご意見等を頂戴したい。 

〇教職員の定数は足りているのか。 

→職員定数＋加配の職員数が配置されており、未配置はない。 



〇各業務について、時間がかかっているものは何か。また、見直し・ 

精査などはどの程度行なっているのか。 

→日々の小さな業務の積み重ねではあるが、対人的なものについて 

は計画的に取組むことが難しい。行事等については、分掌会議や 

教育課程検討委員会などで適宜見直しを図っている。 

〇ＰＴＡ活動はどうなっているのか。 

→今年度より本部のみで活動し(常置委員会を設置しない)、会費の 

徴収も行わないことになっている。また、市Ｐ連からも脱退した。 

～令和 8 年度以降について～ 

〇上尾市 LINE などのように、ＨＰ以外からも学校から情報発信がで 

きるようになると良い。 

〇地域は年齢の幅が広い。学校だよりを回覧板だけでなく公民館に 

掲示するなど、紙面での周知の場を拡げるのも良いのではないか。 

〇休暇取得促進には休暇を取得しやすい雰囲気づくりが必要。管理 

職にお手本となってほしい。 

協議（１） 

 

特になし 

協議（２）（３）（４） 

＊教員自己評価結果 

＊保護者アンケート結果 

＊課題と改善策 

〇「生徒の時間に対する意識が低い」とはどのような面か。 

→自分で時間を見て動けるよう、原則ノーチャイムにしているが、 

タイマーによるアラームや係や教員からの呼びかけがないと時間 

を守れない生徒が増えてきており、保護者アンケートでも課題に 

挙がっている。 

〇特定の役職・職員の負担が大きくなりすぎないよう、適宜軽減を 

図ってほしい。 

〇学校への要望で多いものは何か。 

→交通マナーについての連絡が比較的多い。生徒指導担当を中心に 

啓発する他、警察とも連携して対応していきたい。 

〇学校で呼びかけているボランティアはどんなものがあるのか。 

→ぐるっとくん地域めぐりや昔あそび体験・夏祭りの手伝い、地域 

イベントへの出演(文化部)など。 

〇進路指導についてはどのような状況か。 

→私立無償化や通信・サポート校の増加など、進路の選択肢が増え

多様化している。コロナ禍を経て出願方法なども変わってきてお

り、進路指導担当を中心に進路学習や学校からの情報発信を行な

っている。 

〇成果と課題、改善点が良くまとめられている。回答も多く寄せら

れ、意見が出しやすい学校になっているように思う。働き方改革

と行事や部活動(楽しみ)の重要性とのバランスを取りながら、「自

己育成力」の育成に励んでほしい。 

その他 

 

・次年度の学校運営協議委員の委嘱について 

・第 5 回学校運営協議会 令和 8 年 3 月 19 日(木)14:00～ 


